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   We report our expecience on operations for solitary metastasis from renal cell carcinoma. Two 
cases had bone metastasis, and 2 cases brain metastasis. In 3 cases, the symptoms from the metastasis 
had remained absent for several months after the operation. One case was cancer-free for 2 years. 
Surgical treatment was useful for the solitary metastasis from the renal cell carcinoma. We examined 
both the primary lesion and metastatic lesion histopathologically. Pathological findings revealed 
grade-up and change of cell subtype in metastasis.
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症 例1165歳 女性.1979年10月右 側 腎 細 胞癌 の診 断
にて,根 治 的腎 摘 出術 を 施 行 した.病 理 所 見 はdear
cellsubtype》granularccllsubtype,grade2,
pT2。N・M。で あ った.そ の後,1984年9月 よ り左 肩
の疹痛 を認 め,左 上 肢 の運 動 が 不 可能 とな った.X線
写 真 にて 左 肩甲骨 肩 峰 の骨 破 壊 を認 め,骨 シ ンチに て
も同部 に異 常 な取 り込 み が み られ た(Fig.1),同部
のCTス キ ャ ンに て も,骨 破壊 と周 囲 の 腫瘤 を 認 め た
(Fig.2).諸検 査 に て他 臓 器 に は転 移 を 認め ず,単 発
性 の骨 転移 と診 断 した.1985年2月肩 甲 骨 お よび 上 腕
骨 の一 部 を 含 め て 切 除 した.病 理 所 見はgranular
cellsubtype,grade3であ った .現 在術 後2年 を経
過す るが,上 肢 の運 動 は 正常 で あ り,諸 検 査 に て も新
た な転 移 を認 め て い ない.
症 例2:65歳 男性.1985年8月左 腎細 胞 癌 の診 断 に
て,腎 摘 出術 を施 行 した.術 前 のX線 写 真,骨 シ ンチ
に て,左 側大 腿 骨転 移 を 認 め た(Fig.3).摘出腎 よ
りの病 理 所 見 はgranularcellsubtype+clearcell
subtype,grade2》3,pT2bNoM正で あ った.大 腿 骨
転 移 に対 して,IFN一α,UFTを 投 与 した.し か し大
腿骨 転 移 は進 行 し,1986年1月病 的 骨折 を 生 じた.激
しい疹 痛 の ため,ま た患 者 の希 望 もあ り,2月 左股 関
節離 断術 を 施 行 し た.大 腿 骨 転 移巣 の 病 理 所 見は,
granularcellsubtype,grade3であ った.そ の後,
IFN一α,UFTを 継 続 投 与す る も,さ らに2ヵ 月後 に
肺 転移 を 新 た に生 じ,そ れ が 急速 に 増 大 し6月14日死
亡 した.
症 例3:39歳 女 性.1985年5月左 側 腎細 胞 癌 の診 断
に て根 治的 腎 摘 出術 を 施 行 した.病 理 所 見 は,granu-
larccllsubtype,grade3,pT2bNoMoであ った.
UFT投 与 に て経 過 観察 した が,1986年1月突 然脳 圧
充進 症 状 を 訴 え て来 院 した.頭 部CTス キ ャ ンに て,
2ヵ所 の転 移 巣 を認 め た(Fig.4).また 他臓 器 に は
転移 巣を 認 め な か った.2月 開 頭 術 に よ り腫瘍 を 切 除
した.病 理 所 見 はgranularcellsubtype,grade4
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であ った.術 後 よ りIFN一α,UFTを 併 発 し,外 来
にて経 過 観 察 した.し か し1ヵ 月 後 の頭 部CTス キ
ャンで は,手 術 部 の血腫 を認 め再 手 術 を 施行 した.さ
らに そ の 後,再 度局 所 に脳 血 腫 を認 め,同 年4月12日
死 亡 した,
症 例4・55歳 男性.1980年他院 に て,右 側 腎細 胞癌
に て,腎 摘 出 術 を施 行 した.1985年7月 よ り不 穏 状態
に 陥 り来 院 した.頭 部CTス キ ャ ンに て,単 発 性 の
脳 転移 巣 を 認 めた(Fig.5).ll月開 頭 術 に て,腫 瘍
を 切 除 し た.病 理 所 見 はgranula・cellsubtype,
grade3であ った.術 後 経 過 良 好 に て 退 院 し,外 来
に て経 過 観 察 した.2ヵ 月 後 のCTス キ ャ ン に て,
血 腫 を認 め,こ れ を再 度 摘 出 した.そ の 後 さ らに 他 の




















































































gradeの変化がみ られ,治 療が より困難になること
が推測された.
本論文の要旨は,1986年7月19日第13回尿路悪性腫瘍研究
会(東 京都)で 発表 した.
文 献
1)阿 曽 佳 郎:腎 癌,新 臨 床 泌 尿 器 科 全 書 市 川 篤
二,落 合 京 一 郎,高 安 久 雄,第1版,第7巻A,
145-150,金原 出 版,東 京,1983












6)福 聞 久俊:癌 骨転 移 の 治療.日 整 会 誌54:403-
411,1980
7)神 波 照夫,林 田英 資,朴 勺,友 吉 唯 夫,渡 辺
仁,池 田達 夫:疹 痛緩 和 を 目的 と した 尿 路上 皮 癌
転 移病 巣 に 対 す る 動 脈 塞栓 術 の 経験.泌 尿 紀 要
32:685-689,1986
8)小 宮節 郎,中 島雅 典,徳 安 英世,百 瀬 耕,稗 田
寛,矢 野 禎二:転 移性 骨 腫瘍 の対 策.整 形 ・災害
外禾斗32=387-392,1984
9)天 児民 和,増 田元彦,福 間 久俊:癌 の骨 転 移 につ
い て.高 齢 医学7:295-306,1984
10)阿部光 俊,張 紹 元,大 野 籐吾,三 木 浩,立 石
昭 夫,陳 信 成,森 井 一 衛,田 北文 雄1骨 転 移 が
ん に対 す る切 除 術 につ い て.整 形外 科27:1553-
1559,1976
11)高木 克 公 ,原 田 正孝,可 徳 三 博,森 修,浦 田
節雄,北 川 敏 夫:転 移 性骨 腫 瘍 の手 術 的治 療.整










14)増田富士 男,荒 井 由和,大 西 哲 朗,仲 田浄 治郎,
鈴 木 正泰,町 田豊 平=腎 細 胞 癌 の脳 転 移.日 泌尿
会 誌75言278-282,1984
15)岡部高 雄,増 田富 士 男,山 崎春 城,鈴 木 博雄,町






17)福田 百邦,穂 坂 正彦,里 見 佳 昭,仙 賀 裕,松 下
和 彦,蟹 沢 成 好,三 杉 和 章:腎 癌 の転 移 巣 の病理
組 織 学的 検 討 第4報:原 発 巣 がlowgrade,転
移 巣 がhighgradeの症 例 の 臨床 経 過.日 泌尿
会 誌77=1984,1986
(1987年3月20日受付)
